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していた Plasmalogen型 PE を野生型成獣雄ラットに尾静脈投与し、行動




前皮質の Plasmalogen 型 PE が増加していた。当 PEの投与実験により、
オープンフィールド試験で crossing 回数の変化、および質量顕微鏡解析
では投与した PEの前頭前皮質での有意な増加が認められた。 
【結論】PE は情動や行動に重要な役割を担っていると考えられた。また、
リン脂質投与による脳内リン脂質組成の制御により、情動や行動に関連
する脳機能が改善できる可能性があると考えられる。 
 
